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【科目】電気回路
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】通年・2 単位
【対象学科・専攻】電子情報工学科・4 年次
【担当教員】

荒川 達也

【授業目標・教育方針】
・２端子対回路に関する基本的な知識を理解し、簡単な応用問題が解けること。
・過渡現象に関する基本的な知識を理解し、簡単な応用問題が解けること。
・非正弦波交流交流に関する基本的な知識を理解し、簡単な応用問題が解けること。
・分布定数回路に関する基本的な知識を理解し、簡単な応用問題が解けること。

【授業概要】
３年次までに学んだ電気回路の知識に基づき、２端子対回路網、過渡現象、非正弦波交流交流、分布定数回路などの
より進んだ電気回路理論について学習する。

【教科書・教材・参考書 等】
教科書：西巻正郎、下川博文　著 　 続電気回路の基礎 （森北出版）

【メッセージ】
４年の電気回路は数学的な色彩が一層強くなります。関連する科目との関係にも注意して、本質的な理解を目指して
勉強して下さい。

【成績評価方法】
［前期］中間試験：20%，期末試験：20%，レポート：10%
［後期］中間試験：20%，期末試験：20%，レポート：10%

【本校の学習・教育目標】
○ (B) 技術的課題解決のための幅広い工学基礎の知識を身につける．
◎ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．

【JABEE 評価】
(c) 数学，自然科学および情報技術に関する知識とそれらを応用できる能力
(d) 該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる能力 ( 分野別要件 )
工学 ( 複合融合・新領域 ) 分野の分野別基準

(1) 基礎工学の内容は，1) 設計・システム系科目群，2) 情報・論理系科目群，3) 材料・バイオ系科目群，4) 力学系
科目群，5) 社会技術系科目群からなり，各群から少なくとも１科目，合計最低６科目についての知識と能力
(2-a) 専門工学 ( 工学 ( 融合複合・新領域 ) における専門工学の内容は申請大学が規定するものとする ) の知識と能
力
(2-c) 工学の基礎的な知識・技術を統合し，創造性を発揮して課題を探求し，組み立て，解決する能力
(2-d) ( 工学 ) 技術者が経験する実務上の問題点と課題を理解し，適切に対応する基礎的な能力

(e) 種々の科学，技術および情報を利用して社会の要求を解決するためのデザイン能力

【授業計画】（授業名：電気回路）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 ガイダンス ・２端子対回路、過渡現象、非正弦波交流、分布定数
回路とは

第 2 回～第 3 回 ２・３年生の復習 ２年次・３年次で学習した電気回路の内容のうち、
この授業で必要となる知識を中心に簡単に復習する

第 4 回～第 7 回 ２端子対回路 ・２端子対回路とは
・２端子対回路の行列表示
・デバイスとしての特性
・等価回路・等価変換

第 8 回～第 15 回 過渡現象 ・過渡現象とは
・微分方程式による解析
・ラプラス変換の応用
・s 回路法

第 16 回～第 20 回 非正弦波交流 ・非正弦波交流交流とは
・フーリエ展開による解析

第 21 回～第 25 回 分布定数回路 ・分布定数回路とは
・線路の基礎方程式
・線路方程式の一般解と特殊解
・定在波

第 26 回～第 30 回 問題演習 １年間の復習として、問題演習を行う
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